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三
井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
一
月
、
福
井
市
東ひ

が
し

河こ
う

原ば
ら

町
の
豊
田
大
門
家
（
以
下

大
門
と
称
す
）
が
所
蔵
す
る
資
料
全
点
の
目
録
を
作
成
し
た
。
そ
の
後
平
成

二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
約
七
割
の
資
料
の
保
存
を
依
頼
さ
れ
、
令
和
四
年

（
二
〇
二
二
）
一
〇
月
に
残
り
の
資
料
も
追
加
と
な
り
、
目
録
と
照
合
し
た
結

果
ほ
と
ん
ど
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
資
料
の
多
く
は
豊
田
大
門

（
亀
吉
）と
そ
の
嫡
男
小
弥
太（
の
ち
大
門
）の
時
代
に
遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
所
蔵
者
の
許
可
を
頂
い
て
、
資
料
全
体
の
概
要
と
一

事
例
を
具
体
的
に
紹
介
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
亀
吉
は
筆
者
の
母

方
の
祖
父
で
あ
る
。

　
　
　

一　

大
野
郡
東
河
原
村
の
概
要

　

足
羽
川
が
中
流
域
で
国
道
四
七
六
号
と
交
差
す
る
辺
り
に
位
置
す
る
福
井
市

東
河
原
町
、
藩
政
時
代
は
大
野
藩
に
属
し
大
野
郡
東
河
原
村
と
称
し
た
。 

明

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
市
町
村
制
に
よ
り
近
隣
の
西に

し

河こ
う

原ば
ら

村
、
横
越
村
、

赤
谷
村
お
よ
び
折
立
村
の
五
村
を
併
せ
て
戸
数
二
〇
〇
戸
、
人
口
一
二
〇
〇
人

の
下
味
見
村
が
誕
生
し
た
。
当
時
東
河
原
村
は
戸
数
四
五
戸
、
人
口
は
二
六
三

人
を
数
え
た
。

　

現
在
、
東
河
原
町
（
以
後
「
東
河
原
」
と
称
す
）
に
所
在
す
る
樺
八
幡
神
社

は
延
喜
式
に
い
う
「
樺
神
社
」
で
、
古
来
は
東
河
原
以
外
に
市
布
（
現
福
井
市

西
市
布
町
）、
西
河
原
（
現
福
井
市
西
河
原
町
）、
折
立
（
現
福
井
市
折
立
町
）

の
一
部
を
含
む
広
い
神
域
を
有
し
、
大
晦
日
か
ら
正
月
七
日
間
は
村
の
七
人
衆（

（
（

が
一
人
ず
つ
交
代
で
祝
部
と
神
社
に
篭
り
、
春
に
は
「
ド
ウ
ズ
キ
ボ
ウ
」（
現

在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）、
秋
の
祭
礼
時
に
は
「
鉾
だ
し
（
鉾
回
し
）」
な
ど
他

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の　
―
豊
田
大
門
家
資
料
紹
介
―

三　

井　

紀　

生
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例
の
な
い
神
事
が
行
わ
れ
、
七
人
衆
は
全
員
が
裃
（
明
治
に
な
っ
て
羽
織
袴
）

を
着
て
神
主
と
共
に
神
輿
に
従
っ
た
と
い
う
。
あ
ら
た
か
な
村
の
氏
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　

二　

豊
田
大
門
家
に
つ
い
て

　

東
河
原
町
が
遺
す
資
料
「
当
村
家
建
始
の
事
」（

（
（

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
　
　

当
村
家
建
始
の
事　
　
　
　
　

　
　

一
新
屋
長
右
衛
門　

大
門
角
善　

谷
十
兵
衛

　
　
　

右
三
軒
は
延
喜
年
中
に
神
人
衆
と
定
め
申
は
此
三
軒
也

　
　
　

其
後
又

　
　
　

惣
作
長
明　

了
仙
善
録　

紙
屋
太
夫

　
　
　

此
三
軒
を
加
え
て
六
人
衆
今
日
道
西
明
珍
加
る
七
人
に
成
る

　
　
　

�

右
七
人
を
村
の
衆
と
申
定
自
然
向
後
渡
中
絶
の
族
有
之
候
共
子
孫
の
者

相
續
致
ハ
七
人
衆
の
仲
間
へ
相
加
可
申
爲
後
相
記
渡
置
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

東
河
原
村
総
代　
　

　
　
　
　
　
　

寛
永
元
年
正
月
元
日�

兵
衛 

三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
人
衆
殿

　

ま
た
先
の
概
要
で
述
べ
た
七
人
衆
の
中
に
も
大
門
、
長
右
衛
門
お
よ
び
明
珍

の
名
前
は
記
さ
れ
て
お
り
、
大
門
は
古
く
か
ら
東
河
原
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ

て
村
の
行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　

大
門
家
が
所
蔵
す
る
藩
政
時
代
享
保
年
間
以
降
の
「
邑
方
古
記
録
扣
」（

（
（

に
庄

屋
と
し
て
の
大
門
名
が
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
が
、
大
門
家
自
体
の
こ
と
を
具
体

的
に
記
す
資
料
は
十
分
で
は
な
い
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
つ
い
て
は
遺
さ
れ
た
豊
富
な
資
料
に
よ
っ
て
、
大
門

が
東
河
原
や
下
味
見
村
の
行
政
や
産
業
育
成
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

三　

亀
吉
と
小
弥
太

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
に
自
家
の
農
林
業
、
東
河
原
お
よ
び
下
味
見
村
の
行

旧下味見 5村（国土地理院 1：50000 大野から引用）
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井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

政
、
経
済
活
動
の
促
進
に
携
わ
っ
た
の
は
忠
右
衛
門
の
三
男
亀
吉
（
文
久
三
年

〈
一
八
六
三
〉
生
れ（4

（
（

と
亀
吉
の
嫡
子
小
弥
太
（
明
治
二
七
年
〈
一
八
九
四
〉
生
れ
）

で
あ
る
（
右
図
）。
亀
吉
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
頃
か
ら
家
業
を
手
伝

い
な
が
ら
、
早
川
弥
五
左
衛
門
翁（

（
（

の
嫡
子
早
川
敏
先
生
に
師
事
し
て
学
問
を
学

ん
だ
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
家
業
の
一
切
を
任
さ
れ
、
稲
作
を
す

る
一
方
で
林
業
の
拡
大
、
漆
の
栽
培
と
製
蝋
、
楮こ

う

子ぞ

お
よ
び
三み

つ

椏ま
た

の
植
え
付
け

と
製
皮
、養
蚕
と
製
糸
な
ど
商
品
作
物
の
栽
培
・
加
工
を
重
視
し
て
先
陣
を
切
っ

て
実
践
し
、
こ
れ
が
農
民
の
利
に
な
る
と
常
に
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
間
下
味
見
村
の
村
長
も
明
治
二
三
年
、
二
七
年
（
一
八
九
〇
、九
四
）

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
三
回
奉
職
し
、
自
治
・
村
政
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

小
弥
太
が
遺
し
た
父
の
経
歴
書（

（
（

に
よ
る
と
「
彼
は
特
に
杉
の
植
林
が
地
域
の
風

土
に
適
す
る
こ
と
を
認
め
、
か
つ
山
林
将
来
の
発
展
は
杉
の
造
林
で
あ
る
と
見

通
し
を
つ
け
他
の
事
業
の
収
益
か
ら
の
余
力
を
造
林
事
業
に
投
入
し
て
自
ら
先

頭
に
立
っ
て
植
林
を
推
奨
し
、
育
林
に
熱
中
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

彼
は
明
治
に
な
っ
て
民
主
主
義
が
発
展
し
た
と
は
い
え
、
経
済
的
に
弱
者
で

あ
っ
た
農
民
層
の
金
融
を
円
活
化
し
経
済
産
業
の
発
達
促
進
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
た
。
時
あ
た
か
も
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
産
業
組
合
法
が
制
定

施
行
さ
れ
る
と
、
日
本
各
地
に
信
用
組
合
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
河
原
に
於
い
て
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
亀
吉
が
発
起
人
と
な
っ

て
無
限
責
任
東
河
原
信
用
購
買
販
売
組
合
（
以
後
「
信
用
組
合
ま
た
は
組
合
」

と
称
す
）
を
設
立
し
、
理
事
・
組
合
長
を
歴
任
し
た
。

　

こ
れ
は
村
に
と
っ
て
画
期
的
な
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正
期
中
ご
ろ
か
ら

嫡
男
小
弥
太
に
徐
々
に
組
合
の
役
員
や
家
業
を
譲
り
、昭
和
一
五
年（
一
九
四
〇
）

に
家
督
を
小
弥
太
に
譲
っ
て
隠
居
の
身
と
な
り
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

七
九
歳
で
死
去
し
た
。
蛇
足
な
が
ら
、
そ
の
時
の
葬
儀
で
弔
辞
を
述
べ
た
の
は

偶
然
に
も
村
長
を
務
め
て
い
た
筆
者
の
祖
父
三
井
庄
三
郎
で
あ
っ
た
。

　

亀
吉
の
後
を
継
い
だ
小
弥
太
も
早
川
敏
先
生
に
学
び
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
福
井
農
林
学
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
の
農
林
業
に
従
事
、
そ
の

後
一
時
志
願
兵
と
し
て
軍
隊
に
入
隊
し
た
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
除

隊
し
、
以
後
は
家
業
に
専
念
し
た
。

父忠右衛門（左）と亀吉（7）
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六
十
八
巻
一
号

　

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
信
用
組
合
の
理
事
に
就
任
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
六
月
に
組
合
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ
の
年
一
一
月
に
信
用
組

合
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
小
弥
太
は
清
算
人
を
務
め
た
。

　

そ
の
後
は
自
家
林
業
の
改
革
（
林
業
の
一
環
事
業
の
た
め
中
日
製
材
所
建
設

な
ど
）
を
進
め
る
と
共
に
村
政
に
も
力
を
注
ぎ
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）

と
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
下
味
見
村
長
に
就
任
、
就
任
中
に
下
味
見
村
森
林

組
合
を
創
設
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
は
下
味
見
村
の
ほ
か
に
五
ケ
村
（
大
野
郡
上

味
見
村
、
羽
生
村
、
芦
見
村
、
足
羽
郡
上
宇
坂
村
、
下
宇
坂
村
）
が
合
併
し
て

足
羽
郡
美
山
村
（
戸
数
一
七
八
八
戸
、
人
口
九
三
三
三
人
）
が
誕
生
し
、
引
き

続
き
初
代
の
美
山
村
村
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
新
し
い
村
名
「
美
山
」
は
、
小
弥

太
が
亀
吉
の
理
念
を
引
き
継
い
で
実
施
し
て
き
た
林
業
育
成
の
成
果
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

村
政
か
ら
離
れ
て
か
ら
も
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
美
山
森
林
組
合
長
、

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
福
井
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
に
就
任
し
、
森

林
組
合
の
強
化
、
地
域
林
業
の
目
標
像
策
定
に
尽
力
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ

昭
和
四
三
年
勲
六
等
旭
日
単
光
章
を
授
与
さ
れ
た
。
亀
吉
の
理
念
を
引
継
ぎ
、

一
途
に
林
業
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
五
月

八
五
歳
で
死
去
し
た
。

　
　
　

四　

豊
田
大
門
家
資
料
の
概
要

　

大
門
家
に
現
存
す
る
全
資
料
は
筆
者
の
分
類
で
四
〇
三
点
、
内
訳
は
次
の
通

り
で
あ
る
（
数
字
は
資
料
点
数
、（　

）
は
筆
者
の
補
足
）。
こ
の
あ
と
に
資
料

の
な
か
か
ら
一
事
例
を
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
。

村
の
記
録　
　
　

四
四
点　

�

邑
方
古
記
録
扣
、
御
物
成
皆
済
記
録
、
免
定
、
年

度
毎
の
盛
帳
、
御
配
布
留
、
講
の
資
料
（
西
治
講
、

誠
和
講
な
ど
）、
人
別
五
人
組
改
帳
、
書
状
扣
、

出
証
文
、
江
料
米
代
金
賦
課
表
、
村
会
記
録
な
ど

（
藩
政
時
代
は
庄
屋
を
務
め
て
い
た
所
以
で
、
享

保
か
ら
明
治
年
間
の
村
の
自
治
・
行
政
に
か
か
わ

る
資
料
を
断
片
的
に
遺
し
て
い
る
）

信
用
組
合　
　
　

九
八
点　

�

定
款
、
組
合
員
・
役
員
名
簿
、
持
分
台
帳
、
信
用

台
帳
、
年
度
の
統
計
資
料
、（
総
会
の
）
決
議
録,

事
業
報
告
書
な
ど
（
組
合
設
立
か
ら
解
散
に
至
る

ま
で
殆
ど
の
資
料
が
遺
存
し
、
実
態
が
一
気
通
貫

で
わ
か
る
一
連
の
資
料
で
あ
る
。

自
家
の
事
業

　

農
林
事
業　
　

三
〇
点　

�

米
穀
支
出
帳
并
売
買
帳
、
小
作
台
帳
、
杉
植
林
台

帳
、
材
木
業
収
支
統
計
書
、
作
付
調
書
、
楮
子
・

三
椏
取
入
帳
（
蒸
桶
の
製
作
寸
法
資
料
を
含
む
）

な
ど
（
特
に
林
業
で
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
杉
の

植
林
、
材
木
の
引
出
し
、
筏
を
組
ん
で
河
川
輸
送
、

販
売
収
支
の
資
料
）

　

養
蚕
事
業　
　

三
一
点　

�

養
蚕
室
構
造
設
計
法
、
蚕
種
仕
入
、
蚕
飼
育
日
誌
、

繰
糸
女
工
統
計
書
な
ど
（
蚕
種
仕
入
か
ら
糸
の
生
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三
井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

産
ま
で
一
貫
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
）

　

信
用
事
業　
　

四
三
点　

�

金
穀
貸
借
明
細
表
、
計
算
表
な
ど
（
明
治
二
〇
年

頃
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
金
銭
の
貸
付
・
返
済
の
記

録
）

　

家
族　

親
戚　

二
五
点　

�

大
門
家
の
系
図
、
相
続
、
冠
婚
葬
祭
、
年
中
行
事
、

過
去
帳
な
ど

　

家　

計　
　
　

六
二
点　

�
大
門
家
の
歳
出
入
、
預
金
、
税
金
、
交
際
費
、
修

繕
費
な
ど
（
日
常
生
活
の
た
め
の
出
費
は
細
か
く

統
制
さ
れ
、
無
駄
を
排
し
て
厳
し
く
、
質
素
な
生

活
で
あ
っ
た
一
面
が
伺
え
る
）

　

日　

誌　
　
　

三
四
点　

�

農
事
執
務
、諸
般
の
採
決
、事
故
な
ど
の
記
録
（
紛

失
し
て
い
る
年
が
多
い
。
明
治
二
三
年
～
大
正
四

年　

亀
吉
の
日
誌
、 

大
正
五
年
～
昭
和
五
年
小
弥

太
の
日
誌
）

そ
の
他　
　
　
　

三
六
点　

�

社
寺
関
係
、
書
籍
類
で
は
往
来
物
（
諸
職
往
来
、

西
方
経
路
、
大
和
往
来
、
越
前
往
来
ほ
か
）、
浄

瑠
璃
（
蛭
小
嶋
武
勇
問
答
、
妹
瀬
山
婦
女
庭
訓
ほ

か
）、
前
田
騒
動
記
な
ど
が
あ
る
。

五　

事
例 　

信
用
組
合

　
　
（「
無
限
責
任
東
河
原
信
用
購
買
販
売
組
合
」）
資
料
か
ら

　

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）「
産
業
組
合
法
」
が
制
定
施
行
さ
れ
、
農
民
、

商
工
業
者
へ
の
金
融
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
、
農
村
部
に
お
い
て
信
用
、
購
買
お

よ
び
生
産
・
販
売
事
業
を
行
う
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
発
展
し
た
。
具
体
的
に

は
組
合
員
に
対
す
る
信
用
事
業
（
資
金
の
貸
付
、貯
金
の
取
扱
）、購
買
事
業
（
組

合
が
商
品
を
集
中
購
買
し
組
合
員
へ
売
却
）、
販
売
事
業
（
組
合
員
の
生
産
品

を
組
合
が
委
託
販
売
）
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
大
門
が
独
自
に
行
っ

て
い
る
事
業
と
同
類
だ
っ
た
の
で
、
村
民
が
賛
同
す
れ
ば
事
務
能
力
の
強
化
は

必
要
で
あ
る
が
、
導
入
は
比
較
的
容
易
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
大
門
（
亀
吉
）
が
先
頭
に
立
ち
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）「
無
限

責
任
東
河
原
信
用
購
買
販
売
組
合
」（
以
下
信
用
組
合
ま
た
は
組
合
と
称
す
）

が
設
立
さ
れ
た
。

　

組
合
の
運
営
は
法
に
基
づ
き
行
政
主
導
で
あ
っ
た
が
故
に
、
年
度
毎
の
事
業

報
告
な
ど
は
福
井
県
知
事
や
大
野
郡
長
へ
報
告
、お
よ
び
定
款
の
制
定
は
勿
論
、

小
さ
な
変
更
も
登
記
所
へ
赴
い
て
必
ず
登
記
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
管
理
体
制
が
要
求
さ
れ
た
。

　

ま
た
今
日
の
Ｊ
Ａ
の
よ
う
に
中
央
会
、
中
央
会
福
井
市
部
会
が
あ
り
入
会
す

る
必
要
も
あ
っ
た
。

　

活
動
期
間
中
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
全
部
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
仕
組
や
年
度

を
通
じ
た
統
計
的
な
分
析
も
可
能
な
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
資
料
に
基
づ
き
詳

細
を
見
て
い
こ
う
。

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
設
立
総
会
に
て
制
定
さ
れ
た
定
款
を
も
と
に

信
用
組
合
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
要
点
を
示
す
。（
定

款
の
全
文
は
添
付
資
料
と
し
て
巻
末
に
掲
げ
た
。）

　

組
合
の
目
的　

・�
産
業
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け
る
、
産
業
・
生
計
に
必
要
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な
物
品
を
購
入
し
て
組
合
員
に
販
売
す
る
、
組
合
員
の
生

産
物
を
受
託
販
売
す
る
、
お
よ
び
組
合
員
と
団
体
の
貯
金

の
扱
い
を
す
る
。

　

組
合
の
組
織　

・�

無
限
責
任
と
す
る
。
名
称
は
「
無
限
責
任
東
河
原
信
用
購

買
販
売
組
合
」

　

組
合
員
の
持
分
・�

出
資
金
、
準
備
金
、
特
別
積
立
金
で
構
成
さ
れ
る
。
組
合

に
損
失
あ
る
時
は
持
分
で
按
分
し
て
補
填
す
る
。

　

出
資
額　
　
　

・
一
口
二
〇
円
（
一
年
以
内
に
全
額
を
払
込
む
）

　

剰
余
金
処
分　

・�

毎
事
業
年
度
の
剰
余
金
の
四
分
の
一
以
上
を
準
備
金
に
積

み
立
て
、
準
備
金
控
除
後
の
二
分
の
一
は
特
別
積
立
金
に

積
立
て
る
。
さ
ら
に
残
余
あ
る
時
は
配
当
金
（
持
ち
分
に

応
じ
て
年
六
分
以
下
）
と
な
す
。

　

役
員　
　
　
　

・�

理
事
三
名
（
任
期
三
年
）
理
事
の
中
か
ら
組
合
長
を
互
選
、

監
事
二
名
（
任
期
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　

・�

信
用
評
定
員
三
名
（
任
期
一
年
）
毎
年
一
、七
月
に
会
合

し
て
全
組
合
員
の
「
信
用
程
度
表
」（
評
価
表
）
を
作
成

し
理
事
に
提
出
す
る
。
評
価
項
目
と
点
数
配
分
は
次
の
通

り

　
　
　
　
　
　
　
　

�

性
行
（
二
〇
）
勤
勉
（
一
〇
）
約
束
履
行
・
貯
金
（
二
〇
）

持
分
（
一
〇
）
財
産
（
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　

�（　

）
は
明
治
四
三
年
の
配
点
、
合
計
一
〇
〇
点
で
あ
る

が
状
況
に
応
じ
て
見
直
し
さ
れ
る
。

　

総
会　
　
　
　

・�

通
常
総
会
と
臨
時
総
会　

組
合
員
半
数
以
上
出
席
で
発
会

可

　

信
用
事
業　
　

・�

借
入 

組
合
の
主
な
借
入
先
は
村
社
八
幡
神
社 

利
息
年
利

率 

七
朱
二
分

　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
以
降
は
借
入
金
な
し
で
運
営

　
　
　
　
　
　
　

・�

借
入
金
最
高
額
二
千
円
（
明
治
四
三
年
）、
大
正
一
〇
年

に
は
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　

・�

貸
付
金
最
高
額
一
千
円
（
明
治
四
三
年
）、
大
正
一
〇
年

に
は
三
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

�

組
合
員
の
借
入
目
的
は
土
地
買
入
、
土
地
開
墾
、
炭
山
買

入
、
漆
山
買
入
、
植
林
仕
入
、
蚕
種
仕
入
な
ど

　

利
息　
　
　
　

・
貸
付　
　

利
息
年
率
一
割
四
分
四
厘

　
　
　
　
　
　
　

・
貯
金　
　

利
息
年
率
七
分
二
厘

　

購
買
品　
　
　

・�

蚕
種
、
農
具
、
肥
料
、
石
油
、
食
塩
の
他
総
会
の
決
議
を

得
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

�

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
は
塩
鱒
、
塩
鮭
、
鰊
の
よ

う
な
食
料
品
を
購
入
・
販
売
し
て
い
る
。

　

受
託
販
売
品　

・
楮
子
、
三
椏　

販
売
分
歩
合
金
は
一
円
に
付
四
銭

定款の表紙と 1頁
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�

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
価
格
が
暴
落
し
、
組
合
員
は

刈
り
出
し
を
見
合
わ
せ
た
。 

　

設
立
時
の
会
員
は
五
三
人
、
豊
田
大
門
（
亀
吉
）
が
組
合
長
に
任
じ
ら
れ
、

一
五
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
小
弥
太
、
亀
吉
の
次
女
み
つ
ぎ
も
組
合
員
と
し
て

加
入
し
た
。
毎
年
事
業
の
結
果
は
「
事
業
報
告
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
総

会
を
経
て
知
事
宛
に
報
告
さ
れ
た
。

　

報
告
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る

　

・
財
産
目
録
（
資
産
、
負
債
）、
貸
借
対
照
表
、

　

・�

事
業
報
告
書
（
組
合
員
数
と
出
資
口
数
、
出
資
払
込
、
損
益
計
算
、
借
入

金
と
償
還
、
総
会
の
決
議
、
事
業
の
状
況
、
貯
金
、
貸
付
金
と
貯
金
の
利

率　

処
務
の
要
件

　

・�

購
買
品
の
数
量
と
価
格
、
受
入
又
は
販
売
物
（
受
託
販
売
品
）
の
数
量
と

価
格

　

・
剰
余
金
処
分
案

　

次
に
全
容
を
把
握
す
る
た
め
、
資
料
「
事
業
報
告
書
」
に
よ
っ
て
明
治
四
二

（
一
九
〇
九
）
年
の
創
立
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
解
散
に
至
る
ま
で

の
事
業
経
営
数
字
の
年
度
別
推
移
表
を
作
成
し
た
。

　

そ
し
て
、
年
度
毎
の
事
業
状
況
に
つ
い
て
事
業
報
告
書
の
「
事
業
の
状
況
」

欄
に
記
述
し
て
い
る
コ
メ
ン
ト
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
（
一
）
信
用
事
業　

表
１
は
信
用
（
金
融
）
事
業
の
主
要
項
目 

貸
付
金
、
出

資
金
他
の
推
移
を
示
す
。

　

貸
付
金
が
減
少
し
た
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、「
貸
付
金
及
貯
金
ノ
取
扱
ハ

遺
憾
ナ
ガ
ラ
頻
繁
ト
云
フ
ヲ
得
ス　

従
テ
資
金
需
要
ノ
状
況
ニ
就
テ
モ
尚
十
分
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ナ
ラ
ス　

然
レ
共
地
方
状

況
ト
比
シ
比
較
的
多
数
ノ

需
要
ヲ
求
メ
其
ノ
用
途
モ

亦
目
的
ニ
反
ス
ル
者
ア
ル

ヲ
認
メ
ス
」
と
あ
り
、
貸

付
金
と
貯
金
は
目
標
ま
で

は
い
か
な
い
が
、
貸
付
金

は
用
途
が
定
款
に
定
め
ら

れ
て
い
る
通
り
活
用
さ

れ
、
他
の
目
的
の
流
用
は
な
い
と
し
て
い
る
｛
表
１
（1）
参
照
｝。

　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
組
合
の
借
入
金
は
ゼ
ロ
に
な
り
、
以
後
借
入
金

は
な
い
が
、
貸
付
金
も
伸
展
し
て
い
な
い
（
表
１
参
照
）。

　

翌
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
米
騒
動
、
大
正
八
年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦

後
の
戦
後
恐
慌
に
よ
り
日
本
の
貿
易
収
支
は
輸
入
超
過
、
株
の
暴
落
な
ど
経
済

は
混
乱
し
た
時
期
で
あ
る
。
組
合
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
貸
付
額
の

上
限
を
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
定
め
た
一
千
円
か
ら
二
千
円
（
組
合

の
借
入
金
上
限
も
二
千
円
か
ら
一
万
円
）、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は

三
千
円
に
増
額
し
た
た
め
か
、
一
件
当
た
り
貸
付
金
額
は
急
増
し
て
い
る
。

　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
の
事
業
報
告
書
に
は
「
諸
物
價
暴
落
シ
先
年
ノ

社
界

（
マ
マ
）ノ

経
済
機
関
ヲ
一
変
シ
テ
金
融
逼
迫
シ
テ
最
早
金
策
茲
ニ
極
リ
シ
ニ
組
合

資
金
ノ
融
通
ヲ
求
メ
危
機
ノ
難
ヲ
逃
レ
大
ニ
組
合
員
ハ
産
業
組
合
ノ
恩
沢
ヲ
得

シ
メ
タ
リ
」
と
組
合
の
寄
与
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）

に
は
「
金
融
切
迫
ノ
今
日 

組
合
員
ハ
組
合
ノ
融
通
機
関
ヲ
利
用
シ
相
互
ニ
運

用
シ
借
入
ヲ
ナ
シ
償
還
ヲ
ナ
シ
危
機
ヲ
逃
レ
固
定
貸
付
等
モ
漸
次
減
少
シ
先
年

ノ
金
融
闊
達
ナ
ル
時
ニ
比
シ
著
シ
ク
差
異
ア
リ
云
々
」
と
記
し
て
い
る
。
大
正

一
三
年
以
降
の
貸
付
内
容
の
数
字
を
詳
細
に
見
る
と
、
元
来
は
産
業
用
が
主
体

で
あ
る
が
経
済
資
金
と
し
て
の
貸
付
も
見
え
る
。

　
（
二
）
購
買
・
販
売
事
業　

表
２
は
購
買
品
と
受
託
品
の
販
売
高
と
利
益
の

推
移
を
表
す
。

　

購
買
品
に
つ
い
て
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
報
告
に
「
購
買
ノ
部
ニ

於
テ
ハ
其
ノ
購
買
額
未
タ
遥
ニ
所
期
ノ
程
度
ニ
達
セ
ス 

然
レ
共
本
年
ノ
如
キ
塩

購
入
ノ
困
難
ナ
リ
シ
等
ニ
於
テ
組
合
及
組
合
員
外
の
者
ヲ
シ
テ
組
合
ノ
恩
恵
ヲ

知
得
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
あ
り
、
個
人
で
の
食
塩
の
入
手
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
な
る
と
、
組
合
で
も
買
入
困
難
と
な
り
、
塩

の
取
り
扱
い
を
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
品
が
定
款
に
定
め
ら
れ
て
い
る
品

目
（
蚕
種
、
農
具
、
肥
料
、
石
油
、
食
塩
）
だ
け
で
は
購
買
額
を
伸
ば
す
こ
と

は
困
難
で
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
は
塩
鱒
、
塩
鮭
、
鰊
の
よ
う
な
魚

類
を
購
入
販
売
し
て
購
買
高
拡
大
に
努
め
た
記
録
を
遺
し
て
い
る
。

　

し
か
し
組
合
の
購
買
高
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
を
ピ
ー
ク
に
以
降
は

年
を
追
っ
て
下
降
に
転
じ
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
は
ピ
ー
ク
年
の
五
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
受
託
販
売
品
で
あ
る
楮
子
と
三
椏
の
受
託
高
は
波
が
あ
り
伸
び
る
こ
と

な
く
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、
価
格
も
暴
落
し
て
「
楮
子
三
椏
暴

落
ノ
為
各
組
合
員
ハ
伐
リ
出
シ
ヲ
見
合
セ
シ
ニ
付
漸
ク
形
跡
ニ
留
マ
リ
シ
ノ

ミ
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
三
）
組
合
の
損
益　

表
３
は
組
合
の
年
間
損
益
の
推
移
、
表
４
は
主
要
年
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六
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八
巻
一
号

度
の
貸
借
対
照
表
で
あ
る
。

　

年
間
損
益
の
数
字
だ
け
を
見
る
と
順
調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
事
業
報
告
書
に
よ
る
と
、信
用
事
業
は
「
貸

付
金
固
定
シ
テ
組
合
員
ノ
産
業
資
金
ヲ
充
ス
ニ
至
ラ
ザ
ル
ハ
甚
タ
遺
憾
ナ
リ
」、

購
買
品
は
「
購
買
事
業
ハ
其
取
扱
高
極
メ
テ
僅
少
ニ
シ
テ
其
効
果
甚
少
ナ
シ
」、

受
託
品
は
「
販
賣
事
業
ハ
全
ク
休
止
ノ
状
態
ニ
在
リ
タ
リ
」
と
い
ず
れ
の
事
業

も
一
層
厳
し
い
方
向
に
向
い
て
い
た
。

　

組
合
設
立
の
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
は
組
合
財
産
が
未
だ
少
な
く
、
村

社
八
幡
神
社
か
ら
借
入
（
表
１
註
１
）
し
て
事
業
資
金
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

事
業
結
果
は
剰
余
金
二
一
円
九
六
銭
六
厘
だ
っ
た
（
表
４
（1）
）。

　

そ
れ
か
ら
一
八
年
経
過
、
こ
の
間
に
組
合
員
は
総
額
九
六
、三
〇
〇
円
余
を

借
入
れ
（
表
１
）、
土
地
購
入
、
開
墾
、
植
林
仕
入
、
材
木
購
入
、
炭
山
購
入

な
ど
に
投
資
し
て
産
業
・
経
済
の
発
展
に
努
め
て
成
果
を
上
げ
た
。
内
訳
の
一

つ
と
し
て
植
林
を
挙
げ
れ
ば
、
二
二
、〇
〇
〇
円
余
を
借
入
れ
て
実
行
し
た
結

果
は
東
河
原
の
み
な
ら
ず
他
村
の
林
業
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。

　

世
間
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
大
正
年
間

後
期
頃
か
ら
諸
物
価
が
下
落
し
て
諸
事
業
に
お
い
て
破
産
す
る
者
も
多
々
あ
り

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

当
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
も
前
述
の
よ
う
に
厳
し
い
局
面
の
中
で
、

　
　
（
１
）
継
続
す
る
に
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
見
込
み
が
立
た
な
い
。

　
　
（
２
） 
組
合
員
の
組
合
事
業
に
対
す
る
士
気
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
二
点
を
提
案
理
由
に
し
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
三
日
村
社

樺
八
幡
神
社
で
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
一
一
月
末
日
を
以
て
解
散
を
決
定
し
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清
算
人
は
豊
田
小
弥
太
が
務
め
、
表
４
（4）
に
示
す
昭
和
二
年
の
貸
借
対
照
表

に
あ
る
出
資
金
、準
備
金
、特
別
積
立
金
、本
年
度
純
益
金
を
合
わ
せ
た
総
額
八
、

五
一
六
円
一
一
銭
は
組
合
員
四
四
人
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
に
合
わ
せ
て
還
付
さ
れ

た
。
信
用
組
合
は
父
が
創
立
し
、
子
が
清
算
す
る
と
い
う
皮
肉
な
結
末
に
な
っ

た
が
、
将
来
に
向
け
て
遺
さ
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

 

　

豊
田
大
門
家
の
農
林

業
に
つ
い
て
、
農
業

は
「
田
と
畑
だ
け
で
は

な
い
」
田
と
畑
作
業
の

狭
間
を
縫
っ
て
桑
を
植

え
て
養
蚕
と
製
糸
、
楮

子
・
三
椏
を
採
取
し
て

製
皮
、
漆
を
栽
培
し
て

製
蝋
を
行
な
う
、
つ
ま

り
「
素
材
を
加
工
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
産
物

の
付
加
価
値
を
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
た
。
林

業
は
「
杉
が
地
域
の
風

土
に
適
す
る
」
と
唱
え
て
先
頭
に
立
っ
て
杉
の
植
林
を
促
進
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
が
山
村
の
産
業
と
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

大
門
家
は
、
農
林
業
の
多
く
の
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
年
中
行
事
」

を
定
め
、い
つ
何
を
行
う
か
季
節（
月
・
日
）ご
と
の
作
業
の
予
定
と
決
行（
実
施
）

を
事
細
か
く
記
し
て
い
る
。
ま
た
日
々
の
「
業
務
日
課
」
が
定
め
ら
れ
、
一
日

の
行
動
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
、「
夕
食
後
は
三
十
分
以
上
会
計
の
事

に
従
う
事
」
と
一
行
あ
り
、
日
々
の
結
果
は
即
日
時
間
を
か
け
て
記
録
し
て
い

た（
（
（

。

　

亀
吉
と
小
弥
太
が
心
身
を
尽
く
し
て
植
林
を
促
し
て
き
た
幾
多
の
杉
は
、
今

日
各
地
で
い
ず
れ
も
大
き
な
森
林
と
な
り
、美
し
い
景
観
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

亀
吉
の
四
男
で
洋
画
家
の
三
郎
は
、
春
夏
秋
冬
、
朝
夕
に
変
化
す
る
こ
の
景
色

に
魅
了
さ
れ
「
杉
を
描
く
画
家
」
と
し
て
、
晩
年
一
〇
七
歳
ま
で
ふ
る
さ
と
の

「
杉
あ
る
風
景
」を
描
き
続
け
た
。
現
在
、東
河
原
に
大
門
家
は
存
在
し
な
い
が
、

亀
吉
や
小
弥
太
が
遺
し
た
資
料
や
三
郎
が
描
い
た
杉
の
絵
が
地
元
に
遺
さ
れ
て

い
る
限
り
大
門
の
名
前
は
末
長
く
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

謝
辞

　

本
稿
を
発
表
す
る
に
当
っ
て
、
資
料
所
有
者
の
豊
田
英
花
氏
に
資
料
発
表
に

関
し
寛
大
な
ご
理
解
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
謝
辞
を
申
し
上
げ
た
い
。

註（
１
）
三
井
紀
生
『
み
や
ま
の
神
社
信
仰
の
す
が
た
―
五
二
神
社
の
悉
皆
調
査
か
ら
』（
福

井
市
美
山
公
民
館
、
二
〇
一
四
年
）
八
一
頁
。
七
人
衆
の
名
前
は
樺
八
幡
神
社
に
遺
さ

「対山萌ゆ」20号三郎画　筆者蔵
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れ
て
い
る
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
銘
の
棟
札
に
記
さ
れ
て
い
る
。
七
人
の
名
前
は
、

長
右
衛
門
、
大
門
、
久
左
衛
門
、
太
右
衛
門
、
明
珍
、
太
左
衛
門
、
兵
左
衛
門
、
そ
し

て
そ
の
年
の
庄
屋
の
長
右
衛
門
、
宮
庄
屋
は
大
門
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
東
河
原
町
文
書
「
当
村
家
建
始
の
事
」（『
福
井
県
大
野
郡
誌 

下
編
』
福
井
県
大
野
郡

教
育
会
、
一
九
一
二
年
）
八
二
八
頁
お
よ
び
『
美
山
町
史 

下
巻
』（
美
山
町
史
編
さ
ん
委

員
会
、
一
九
八
四
年
）
五
三
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
豊
田
大
門
家
資
料
五
〇
―
〇
一
「
東
河
原
村 

邑
方
古
記
録
扣
」
豊
田
大
門
重
物
。

（
４
）
三
井
庄
三
郎
家
資
料
五
〇
―
〇
四
「
東
河
原
村　

明
治
六
年
度 

戸
籍
帳
」。
亀
吉
に

つ
い
て
は
二
男
と
い
う
資
料
も
あ
る
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
こ
の
資
料
は
翌

年
戸
籍
法
が
施
行
さ
れ
る
前
の
事
前
調
査
資
料
な
の
で
信
頼
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
「
亀

吉
」
と
い
う
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
公
式
な
資
料
は
本
資
料
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。

（
５
）
早
川
弥
五
左
衛
門　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
生
、
越
前
大
野
藩
士
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
藩
命
に
よ
り
内
山
隆た

か

佐す
け

の
蝦
夷
地
探
検
に
随
行
、
翌
年
大
野
丸
で
樺
太
に

渡
り
屯
田
を
試
み
る
。
明
治
三
年
（
一
八
六
七
）
教
員
に
な
り
、同
一
二
年
（
一
八
七
九
）

大
野
郡
下
味
見
村
折
立
に
移
住
し
、
折
立
小
学
校
の
開
校
準
備
、
長
男
敏
先
生
の
教
育

支
援
な
ど
で
余
生
を
過
ご
す
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
死
去
。
六
五
歳
（『
し
も
あ

じ
み
』
下
味
見
小
学
校
閉
校
記
念
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）

（
６
）豊
田
大
門
家
資
料
〇
一
―
〇
八「
大
門（
亀
吉
）の
経
歴
」。
昭
和
一
七
年（
一
九
四
二
）

大
門
（
亀
吉
）
死
去
時
に
小
弥
太
が
書
き
記
し
た
亀
吉
の
経
歴
書
か
ら
抜
粋
。

（
７
）
三
井
庄
三
郎
家
資
料
二
〇
―
〇
一
。
亀
吉
七
男
豊
田
孝
正
が
記
し
た
書
簡
「
父
母
の

事
（
回
想
）」（
筆
者
の
母
宛
）
に
添
付
さ
れ
て
い
た
写
真
、
他
に
同
時
代
撮
影
の
写
真

が
三
葉
所
在
す
る
。

（
８
）
豊
田
大
門
家
資
料
〇
一
―
〇
三　
『
明
治
四
十
三
年　

年
中
行
事
』
の
一
頁
に
一
日

の
「
業
務
日
課
」
の
進
め
方
を
記
述
し
て
い
る
。 
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添
付
資
料　

定
款　
　

無
限
責
任
東
河
原
信
用
購
買
販
賣
組
合
定
款

　
　
　
　
　

第
一
章　

総
則

第
一
條　
　
　

本
組
合
ハ
左
ノ
事
業
ヲ
営
ム
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　
　
　
　

一　

�
組
合
員
ニ
産
業
ニ
必
要
ナ
ル
資
金
ヲ
貸
付
シ
及
貯
金
ノ
便
宜
ヲ

得
セ
シ
ム
ル
事

　
　
　
　

二　

�

産
業
及
生
計
ニ
必
要
ナ
ル
物
ヲ
購
買
シ
テ
之
ヲ
組
合
員
二
賣
却

ス
ル
事

　
　
　
　

三　

組
合
員
ノ
委
託
ヲ
受
ケ
其
生
産
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
販
賣
ス
ル
事

　
　
　
　

四　

�

組
合
員
ニ
対
シ
其
経
済
ノ
発
達
ニ
必
要
ナ
ル
資
金
ヲ
貸
付
シ
及

組
合
員
ト
同
一
ノ
家
ニ
在
ル
者
共 

公
共
団
体
又
ハ
営
利
ヲ
目

的
ト
セ
サ
ル
法
人
若
ク
ハ
団
体
ノ
貯
金
ヲ
取
扱
フ

�

（
四
項
は
、
大
正
七
年
四
月
二
十
六
日
認
可
）

第
二
條　
　
　

本
組
合
ハ
無
限
責
任
東
河
原
信
用
購
買
販
賣
組
合
ト
称
ス

第
三
條　
　
　

本
組
合
ノ
組
織
ハ
無
限
責
任
ト
ス

第
四
條　
　
　

本
組
合
ノ
区
域
ハ
福
井
縣
大
野
郡
下
味
見
村
一
圓
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�（
下
味
見
村
東
河
原
を
下
味
見
村
全
域
に
拡
大　

大

正
八
年
一
月
二
十
九
日
認
可
）

第
五
條　
　
　

�

本
組
合
ノ
事
務
所
ハ
之
ヲ
福
井
縣
大
野
郡
下
味
見
村
東
河
原
第

弐
拾
号
弐
拾
六
番
地
ニ
置
ク

第
六
條　
　
　

�

組
合
員
タ
ル
者
ハ
本
組
合
ノ
区
域
内
ニ
住
ス
ル
齢
拾
五
歳
以
上

ノ
男
子
又
ハ
女
子
ニ
シ
テ
農
業
を
為
ス
者
ニ
限
ル

第
七
條　
　
　

�

組
合
員
ハ
本
組
合
ト
同
一
ノ
目
的
ヲ
有
ス
ル
他
ノ
組
合
ニ
加
入

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
八
條　
　
　

本
組
合
ノ
存
立
時
期
ハ
無
期
限
ト
ス

第
九
條　
　
　

組
合
員
ノ
持
分
ハ
左
ノ
標
準
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
定
ム

　
　
　

一　
　

�

出
資
挌

（
マ
マ
）二

相
当
ス
ル
財
産
ニ
対
シ
テ
ハ
出
資
挌

（
マ
マ
）ニ

應
シ
算
定
ス

　
　
　

二　
　

�

準
備
金
ニ
対
シ
テ
ハ
払
込
済
出
資
累
計
額
ニ
應
シ
年
度
毎
ニ
之

ヲ
算
定
加
算
ス

　
　
　

三　
　

�

特
別
積
立
金
ニ
対
シ
テ
ハ
組
合
ヨ
リ
購
買
シ
及
組
合
ニ
委
託
シ

テ
販
賣
シ
タ
ル
物
品
ノ
価
格
ヲ
合
計
シ
タ
ル
金
額
ニ
應
シ
年
度

毎
ニ
之
ヲ
算
定
加
算
ス

　
　
　
　
　
　

�

組
合
ニ
損
失
ア
リ
タ
ル
時
ハ
之
ヲ
填
補
シ
タ
ル
組
合
ノ
財
産
ノ

科
目
ニ
対
ス
ル
前
年
度
末
ニ
於
ケ
ル
持
分
ニ
按
分
シ
テ
控
除
シ

持
分
ヲ
算
定
ス

　
　
　
　
　
　

�

第
十
七
條
第
二
項
ニ
依
リ
特
別
積
立
金
ヲ
設
備
費
ノ
償
却
又
ハ

臨
時
ノ
支
出
ニ
使
用
シ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
亦
同
シ

　
　
　
　
　
　

�

組
合
財
産
カ
出
資
額
ヨ
リ
減
少
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
出
資
口
数
ニ
應

シ
持
分
ヲ
算
定
ス

　
　
　
　
　

第
二
章　

出
資
及
準
備
金

第
十
條　
　
　

出
資
一
口
ノ
金
額
ハ
弐
拾
円
ト
ス

第
十
一
條　
　

出
資
第
一
回
払
込
金
額
ハ
一
口
ニ
付
弐
円
ト
ス

第
十
二
條　
　

�

第
一
回
払
込
後
ハ
余
剰
金
ヨ
リ
払
込
に
充
ツ
ル
モ
ノ
ノ
外
組
合

員
ハ
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
依
リ
出
資
ノ
払
込
を
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　

一　
　

出
資
各
口
ニ
付
毎
月
末
金
弐
拾
銭
以
上
ヲ
払
込
ム
事
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二　
　

�

出
資
各
口
ニ
付
毎
年
六
月
末
及
十
二
月
末
金
壱
円
以
上
払
込
ム

事

　
　
　

三　
　

第
一
回
払
込
後
壱
ケ
年
以
内
ニ
全
額
ヲ
払
込
ム
事

第
十
三
條　
　

�
産
業
組
合
法
第
十
五
條
第
二
項
第
三
号
ノ
事
項
ニ
付
テ
ハ
毎
年

十
二
月
三
十
一
日
マ
デ
ニ
一
回
ニ
取
纏
メ
テ
記
載
ヲ
為
ス
モ
ノ

ト
ス

第
十
四
條　
　

�

組
合
員
其
出
資
ノ
払
込
ヲ
怠
リ
タ
ル
時
ハ
期
日
後
一
日
ニ
付
其

払
込
ム
へ
キ
金
額
ノ
百
分
ノ
一
ニ
当
ル
過
怠
金
ヲ
徴
収
ス

第
十
五
條　
　

�

準
備
金
ノ
額
ハ
総
資
産
額
ト
同
額
ト
シ
其
額
ニ
達
ス
ル
迄
毎
事

業
年
度
ノ
剰
餘
金
ノ
四
分
ノ
一
以
上
ヲ
積
立
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
六
條　
　

�

加
入
金
過
怠
金
及
第
七
十
一
條
ニ
依
リ
一
部
ノ
払
戻
ヲ
為
シ
タ

ル
持
分
ノ
残
額
ハ
之
ヲ
準
備
金
ニ
繰
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
七
條　
　

�

剰
餘
金
ヨ
リ
準
備
金
ニ
積
立
ツ
ヘ
キ
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額

ノ
少
ナ
ク
ト
モ
二
分
ノ
一
ハ
特
別
積
立
金
ト
シ
テ
之
ヲ
積
立
ツ

ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　

�

特
別
積
立
金
ハ
損
失
補
填
又
ハ
組
合
ノ
事
業
ニ
必
要
ナ
ル
設
備

費
ノ
償
却
ニ
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
シ
総
会
會
ノ
決
議
ニ
依
リ
事

業
資
金
ノ
融
通
其
他
ニ
之
ヲ
利
用
シ
又
ハ
臨
時
ノ
支
出
ニ
之
ヲ

使
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
　

�

剰
余
金
ヨ
リ
準
備
金
及
特
別
積
立
金
ヲ
控
除
シ
テ
尚
ホ
残
餘
ア

ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
配
当
金
ト
為
ス
モ
ノ
ト
ス

第
十
八
條　
　

�

準
備
金
及
特
別
積
立
金
ハ
組
合
員
ニ
貸
附
シ
総
會
ノ
承
諾
ヲ
経

タ
ル
銀
行
若
シ
ク
ハ
個
人
ニ
預
ケ
入
レ
又
ハ
之
ヲ
以
テ
國
債
證

券
若
シ
ク
ハ
総
會
ノ
承
認
ヲ
経
タ
ル
地
方
債
券
ヲ
買
ヒ
入
レ
又

ハ
総
會
ノ
承
認
ヲ
経
テ
事
業
資
金
ニ
融
通
ス
ル
ノ
外
ニ
之
ヲ
利

用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

　
　
　
　
　

第
三
章　

組
合
ノ
機
関

第
十
九
條　
　

�

本
組
合
ニ
理
事
三
名
監
事
二
名
ヲ
置
ク　

理
事
ハ
組
合
長
１
名

ヲ
互
選
ス

第
二
十
條　
　

�

理
事
ノ
任
期
ハ
三
ケ
年
ト
シ
監
事
ノ
任
期
ハ
二
ケ
年
ト
ス　

但

再
選
ヲ
妨
ケ
ス　

組
合
長
ノ
任
期
ハ
理
事
ノ
任
期
ニ
従
フ　

満

期
再
選
ニ
依
リ
就
任
シ
タ
ル
理
事
又
ハ
監
事
ノ
任
期
ハ
其
再
選

ノ
日
ヨ
リ
起
算
ス　

補
欠
選
挙
ニ
依
リ
就
任
シ
タ
ル
理
事
又
ハ

監
事
ノ
任
期
ハ
前
任
者
ノ
任
期
ヲ
継
承
ス

　
　
　
　
　
　

�

理
事
又
ハ
監
事
ノ
全
員
カ
闕
ケ
タ
ル
場
合
ノ
選
挙
ニ
依
リ
就
任

シ
タ
ル
理
事
又
ハ
監
事
ノ
任
期
ハ
第
一
項
及
第
三
項
ノ
規
定
ニ

依
ル　

増
員
ノ
選
挙
ニ
依
リ
就
任
シ
タ
ル
理
事
又
ハ
監
事
の
任

期
ハ
他
ノ
現
任
理
事
又
ハ
監
事
ノ
最
モ
短
キ
残
任
期
ニ
同
シ　

理
事
及
監
事
ハ
任
期
満
了
後
ト
雖
後
任
者
ノ
就
職
エ
ル
迄
仍
其

職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

�

（
本
條
は
大
正
十
三
年
三
月
十
二
日　

変
更
を
認
可
）

第
二
十
一
條　

�

辞
任
其
他
ノ
事
由
ニ
依
リ
理
事
又
ハ
監
事
ニ
缺
員
ヲ
生
シ
タ
ル

時
ハ
通
常
総
會
ヲ
待
ツ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
場
合
ニ
限
リ
臨
時
総
會

ニ
於
テ
補
欠
選
挙
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　

�
総
會
ガ
理
事
又
ハ
監
事
ノ
解
任
ヲ
議
決
シ
タ
ル
時
ハ
同
時
ニ
其
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三
井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

補
欠
選
挙
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス　

第
二
十
二
條　

�

総
會
ハ
通
常
総
會
及
臨
時
総
會
ノ
二
種
ト
ス　

通
常
総
會
ハ
毎

年
一
回
一
月
之
ヲ
開
ク

　
　
　
　
　
　

臨
時
総
會
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
之
ヲ
開
ク

　
　
　
　

一　

理
事
カ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

二　

�

監
事
カ
産
業
組
合
法
第
三
十
四
條
に
依
リ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
ト

キ

　
　
　
　

三　

�

総
組
合
員
五
分
ノ
一
以
上
ヨ
リ
會
議
ノ
目
的
及
招
集
ノ
理
由
ヲ

示
シ
テ
請
求
シ
タ
ル
ト
キ

第
二
十
三
條　

�

総
會
ノ
招
集
ハ
少
ク
ト
モ
五
日
前
に
書
面
を
以
テ
組
合
員
ニ
之

ヲ
通
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
前
項
ノ
通
知
書
ニ
ハ
招
集
者
之
ニ
記

名
ス
ル
ヲ
要
ス

第
二
十
四
條　

�

総
會
ハ
総
組
合
員
ノ
半
数
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
発
會

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス 

若
シ
半
数
ニ
充
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
十
日
以
内

ニ
更
ニ
招
集
シ
出
席
シ
タ
ル
組
合
員
を
以
テ
開
會
ス

　
　
　
　
　
　

�

前
項
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
決
議
ハ
出
席
シ
タ
ル
組
合
員
ノ
過
半
数

ヲ
以
テ
之
を
為
ス

　
　
　
　
　
　

�

理
事
及
監
事
ノ
選
任
及
解
任
定
款
ノ
変
更
除
名
解
散
ノ
決
議
ハ

総
組
合
員
半
数
以
上
出
席
シ
其
四
分
ノ
三
以
上
ノ
同
意
ア
ル
コ

ト
ヲ
要
ス

第
二
十
五
條　

�

総
會
ノ
議
長
ハ
組
合
長
之
ニ
當
ル　

組
合
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ

理
事
ノ
一
人
之
ニ
代
ル

　
　
　
　
　
　

�

但
総
會
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
組
合
員
中
ヨ
リ
之
ヲ
互

選
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
六
條　

組
合
員
ハ
五
人
以
上
ヲ
代
理
シ
テ
議
決
権
を
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
十
七
條　

�

総
會
ノ
決
議
録
ハ
理
事
之
ヲ
作
リ
議
長
及
監
事
之
ニ
記
名
捺
印

ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
十
八
條　

総
會
ノ
議
事
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
総
會
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
十
九
條　

�

本
組
合
ニ
信
用
評
定
委
員
三
名
ヲ
置
キ
通
常
総
會
ニ
於
テ
組
合

員
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
任
ス
其
任
期
は
壱
ケ
年
ト
ス　

但
再
選
ヲ
妨

ケ
ス

第
三
十
條　
　

�

信
用
評
定
委
員
は
総
會
ノ
決
議
ニ
依
リ
何
時
ニ
テ
モ
解
任
ス
ル

コ
ト
ヲ
得　

信
用
評
定
委
員
ノ
選
任
及
解
任
ノ
決
議
ハ
理
事
及

監
事
ノ
例
ニ
依
ル

第
三
十
一
條　

�

信
用
評
定
委
員
ハ
一
月
及
七
月
定
會
ヲ
開
キ
組
合
員
各
自
ノ
信

用
ヲ
評
定
シ
信
用
程
度
表
ヲ
作
成
ス
信
用
程
度
表
ハ
理
事
之
ヲ

保
管
シ
役
員
以
外
ノ
者
閲
覧
を
許
サ
丶
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
二
條　

�

理
事
監
事
及
信
用
評
定
委
員
ハ
名
誉
職
ト
ス　

理
事
監
事
及
信

用
評
定
委
員
ハ
正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
辞
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
十
三
條　

�

本
組
合
ニ
書
記
一
名
ヲ
置
キ
理
事
之
ヲ
任
免
ス　

書
記
ハ
理
事

及
監
事
ノ
命
ヲ
承
リ
庶
務
ニ
従
事
ス

第
三
十
四
條　

�

理
事
ハ
総
會
ノ
決
議
ヲ
経
テ
特
別
技
能
ア
ル
者
ヲ
恊
議
員
ト
為

ス
コ
ト
ヲ
得　

恊
議
員
ハ
理
事
ノ
諮
問
ニ
答
ヘ
又
ハ
組
合
ノ
事

業
ニ
付
理
事
ニ
意
見
ヲ
開
陳
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　

第
四
章　

事
業
ノ
執
行
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六
十
八
巻
一
号

第
三
十
五
條　

�

本
組
合
ノ
事
業
年
度
ハ
毎
年
一
月
一
日
ニ
始
マ
リ
十
二
月
三
十 

一
日
ニ
終
ル

第
三
十
六
條　

�

理
事
ハ
組
合
ニ
餘
裕
金
ア
ル
ト
キ
ハ
総
會
ノ
承
認
ヲ
経
タ
ル
銀

行
又
ハ
一
個
人
ニ
之
ヲ
預
ケ
入
ル
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
十
七
條　

事
業
執
行
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
理
事
之
ヲ
定
ム

　
　
　
　

信
用
ノ
部

第
三
十
八
條　

�

組
合
員
カ
貸
付
ヲ
請
求
シ
タ
ル
時
ハ
理
事
ハ
信
用
程
度
表
及
貸

付
金
ノ
用
途
ヲ
調
査
シ
其
金
額
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

二　

�

経
済
ノ
発
達
ニ
必
要
ナ
ル
資
金
ノ
貸
付
ハ
産
業
ニ
関
ス
ル
貸
付

資
金
ニ
餘
裕
ア
ル
場
合
ニ
限
リ
相
当
ノ
担
保
ヲ
徴
シ
之
ヲ
行
フ

モ
ノ
ト
ス　

但
一
組
合
員
ニ
対
ス
ル
貸
付
金
額
五
拾
円
未
満
ナ

ル
ト
キ
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
（
本
項
追
加　

大
正
七
年
四
月

二
十
六
日
認
可
）

第
三
十
九
條　

�

理
事
貸
付
ヲ
為
ス
場
合
ニ
於
テ
ハ
組
合
員
ヲ
シ
テ
保
証
人
ヲ
立

ラ
シ
メ
又
ハ
相
当
担
保
ヲ
供
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
四
十
條　
　

�

貸
付
金
ノ
弁
済
期
限
ハ
一
ケ
年
以
内
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム　

但
特

別
ノ
事
由
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
三
ケ
年
以
内
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
一
條　

�

組
合
員
カ
貸
付
金
ノ
弁
済
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
遅
延
利
息
ハ
貸
付

金
ノ
利
率
ニ
依
ル

第
四
十
二
條　

�

理
事
ハ
貸
付
金
仕
様
ノ
實
況
ヲ
監
査
シ
貸
付
ノ
目
的
ニ
反
ス
ル

者
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
組
合
員
ニ
対
シ
期
限
前
ト
雖
モ
弁
済

ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
三
條　

�

貯
金
ハ
一
回
拾
銭
以
上
ト
ス　

貯
金
ノ
利
子
ハ
毎
年
六
月
及

十
二
月
ニ
於
テ
各
其
前
月
迄
ノ
分
ヲ
計
算
シ
之
ヲ
元
本
ニ
組
込

ム
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
四
條　

�

貸
付
金
及
貯
金
ノ
利
率
ハ
左
ノ
制
限
内
ニ
於
テ
理
事
便
宜
之
ヲ

定
ム

　
　
　
　
　

一　

貸
付
金
壱
カ
月
金
百
円
ニ
付
利
息
金
壱
円
弐
拾
銭
以
内

　
　
　
　
　

二　

貯
金
金
壱
カ
月
金
百
円
ニ
付
利
息
金
七
拾
銭
以
内

　
　
　
　

購
買
ノ
部

第
四
十
五
條　

本
組
合
ニ
於
テ
購
買
す
る
物
品
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一　

蚕
種 

農
具 

肥
料 

石
油 

食
塩

　
　
　
　

二　

其
他
総
會
ノ
決
議
ヲ
経
タ
ル
物
品

第
四
十
六
條　

�

組
合
員
ハ
理
事
の
承
認
ヲ
経
ル
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
組
合
外
ヨ
リ
前

条
ノ
物
品
ヲ
購
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
四
十
七
條　

�

理
事
ハ
組
合
員
ノ
需
要
ヲ
調
査
シ
又
其
注
文
ニ
應
シ
第
四
十
五

條
ノ
物
品
ヲ
便
宜
購
買
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
十
八
條　

�

組
合
員
ニ
賣
却
ス
ル
物
品
ノ
代
價
ハ
市
價
ヲ
標
準
ト
シ
テ
理
事

之
ヲ
定
ム

第
四
十
九
條　

�

理
事
ハ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
時
期
ヲ
指
定
シ
テ
組
合
員
ニ
注
文
物

品
ノ
見
積
代
金
ノ
一
部
ヲ
提
供
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
十
條　
　

�

組
合
員
組
合
ヨ
リ
物
品
引
渡
ノ
通
知
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞

ナ
ク
之
ヲ
引
取
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
五
十
一
條　

�

組
合
員
ハ
物
品
引
取
リ
ト
同
時
ニ
其
代
金
ヲ
支
払
フ
コ
ト
ヲ
要

ス　

但
止
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
六
ケ
月
ヲ
超
ヘ

サ
ル
期
間
代
金
支
払
ノ
延
期
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
得　

前
項
但
書
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三
井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
百
円
ニ
付
金
四
銭
以
内
ニ
於
テ
理
事
ノ
定
メ

タ
ル
日
歩
ヲ
支
払
フ
コ
ト
ヲ
要
ス

第
五
十
二
條　

�

理
事
代
金
支
払
ノ
延
期
ヲ
承
諾
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
必
要
ア
リ
ト

認
ム
ル
ト
キ
ハ
組
合
員
ヲ
シ
テ
保
證
人
ヲ
立
テ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ

得

　
　
　
　

販
賣
ノ
部

第
五
十
三
條　

本
組
合
ニ
於
テ
販
賣
ス
ル
物
品
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一　

楮
子　

三
ツ
椏

　
　
　
　

二　

其
他
総
會
ノ
決
議
ヲ
経
タ
ル
物
品

第
五
十
四
條　

�

組
合
員
ハ
理
事
ノ
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
非
ラ
サ
レ
バ
組
合
ニ
委
託
セ

ス
シ
テ
前
条
ノ
物
品
ヲ
販
賣
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
十
五
條　

�

理
事
ハ
組
合
員
カ
物
品
ヲ
組
合
ニ
差
出
ス
ヘ
キ
時
期
ヲ
指
定
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
十
六
條　

�

組
合
ガ
組
合
員
ヨ
リ
物
品
ヲ
受
取
タ
ル
ト
キ
ハ
其
数
量
及
品
等

ヲ
査
定
シ
理
事
之
ヲ
組
合
員
ニ
通
知
ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

前
項
品

等
査
定
ノ
方
法
及
標
準
ハ
豫
メ
総
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
定
ム　

受

取
物
品
中
品
等
不
良
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
組
合
員
ニ
返
付
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

第
五
十
七
條　

�

組
合
員
ハ
其
賣
却
セ
ン
ト
ス
ル
物
品
ニ
付
代
價
又
ハ
賣
却
ノ
時

期
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
五
十
八
條　

�

組
合
員
ハ
組
合
ニ
物
品
ヲ
引
渡
シ
タ
ル
後
ハ
何
時
ニ
テ
モ
代
金

ノ
仮
渡
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得　

但
其
額
ハ
物
品
時
價
ノ
十
分

ノ
八
以
内
ニ
於
テ
理
事
之
ヲ
定
ム　

　
　
　
　
　
　

�

前
項
の
仮
渡
金
ニ
対
シ
テ
ハ
百
円
ニ
付
金
四
銭
以
内
ニ
於
テ
理

事
ノ
定
メ
タ
ル
日
歩
ヲ
支
払
フ
コ
ト
ヲ
要
ス

第
五
十
九
條　

�

本
組
合
ハ
組
合
員
ニ
拂
渡
ス
ヘ
キ
物
品
ノ
代
金
ニ
付
総
會
ノ
定

タ
ル
歩
合
金
ヲ
収
納
ス

第
六
十
條　
　

�

一
ケ
月
中
ニ
販
賣
シ
タ
ル
物
品
ノ
代
金
ハ
組
合
ニ
於
テ
現
金
ヲ

受
取
タ
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ
ズ
毎
月
末
各
品
等
ニ
付
之
ヲ
計
算
シ

組
合
員
ガ
委
託
シ
タ
ル
物
品
ノ
数
量
ニ
應
シ
テ
之
ヲ
分
配
ス
ル

モ
ノ
ト
ス　

假
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
組
合
員
ニ
付
テ
ハ
前
項
ノ
場
合

ニ
於
テ
差
引
計
算
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
一
條　

�

物
品
受
取
当
月
中
ニ
賣
却
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
シ
物
品
ニ
付
イ

テ
ハ
其
後
ニ
賣
却
シ
タ
ル
同
品
等
物
品
ノ
代
金
中
ヨ
リ
先
ヅ
其

代
金
ヲ
配
分
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
二
條　

物
品
受
取
後
ノ
危
険
ハ
組
合
ノ
負
担
ト
ス

　
　
　
　
　

第
五
章　

剰
餘
金
処
分
及
損
失
補
填

第
六
十
三
條　

�

剰
餘
金
ハ
準
備
金
及
特
別
積
立
金
ニ
積
立
ツ
ヘ
キ
金
額
ヲ
控
除

シ
タ
ル
後
ニ
非
ラ
サ
レ
バ
之
ヲ
組
合
員
ニ
配
当
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

　
　
　
　
　
　

前
項
ノ
配
当
ハ
組
合
員
ノ
持
分
に
應
シ
テ
年
六
分
以
下
ト
ス

　
　
　
　
　
　

�

前
項
ノ
配
当
ヲ
為
シ
尚
残
餘
ア
ル
ト
キ
ハ
特
別
配
当
金
ト
シ
テ

其
年
度
ニ
於
テ
組
合
ヨ
リ
購
買
シ
及
組
合
ニ
委
託
シ
テ
販
賣
シ

タ
ル
金
額
ニ
應
シ
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

第
六
十
四
條　

�
損
失
ノ
補
填
ハ
先
ツ
特
別
積
立
金
ヲ
以
テ
シ
次
ニ
準
備
金
ヲ
以
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
八
巻
一
号

テ
ス

第
六
十
五
條　

�

組
合
財
産
ガ
組
合
債
務
ヲ
完
済
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
組
合

員
ハ
出
資
総
額
ニ
應
シ
テ
損
失
分
ヲ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ト
ス　

脱

退
シ
タ
ル
組
合
員
ノ
損
失
負
担
ノ
割
合
亦
同
ジ

　
　
　
　
　

第
六
章　

加
入
及
脱
退

第
六
十
六
條　

�

新
タ
ニ
組
合
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
申
込
書
ニ
加
入
金
壱
圓
ヲ

添
ヘ
理
事
ニ
差
出
ス
コ
ト
ヲ
要
ス　

　
　
　
　
　
　

�

理
事
前
項
ノ
申
込
書
ヲ
受
ケ
タ
ル
時
ハ
書
面
ヲ
以
テ
総
組
合
員

ノ
同
意
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　

�

総
組
合
員
ノ
同
意
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
理
事
ハ
其
旨
加
入
者
ニ
通

知
シ
出
資
第
一
回
ノ
払
込
ミ
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
ル
後
組
合
名
簿
ニ

記
載
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

第
六
十
七
條　

�

組
合
員
其
持
分
ヲ
譲
渡
サ
ン
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
譲
受
人
ガ
組

合
員
ナ
ル
ト
キ
ハ
総
會
ノ
決
議
ヲ
経
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
　
　
　

�

持
分
ノ
譲
受
人
組
合
員
ニ
非
ラ
サ
ル
者
ナ
ル
ト
キ
ハ
過
入
金
及

出
資
ノ
払
込
ヲ
為
サ
シ
メ
サ
ル
ノ
外
前
條
規
定
ヲ
準
用
ス

第
六
十
八
條　

�

組
合
員
脱
退
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
少
ナ
ク
ト
モ
其
事
業
年
度
末

六
ケ
月
前
ニ
其
旨
理
事
ニ
豫
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
六
十
九
條　

�

死
亡
ニ
因
リ
脱
退
シ
タ
ル
組
合
員
ノ
相
続
人
ガ
直
ニ
加
入
ノ
手

続
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
組
合
ハ
被
相
続
人
ニ
対
ス
ル
持
分
ノ
払

戻
計
算
ヲ
為
サ
ズ
シ
テ
之
ヲ
被
相
続
人
ト
同
一
ノ
権
利
ヲ
有
シ

義
務
ヲ
負
フ
モ
ノ
ト
看
做
ス　

之
場
合
ニ
於
テ
ハ
過
入
金
ヲ
差

出
ス
コ
ト
ヲ
要
セ
ス

第
七
十
條　
　

�

組
合
員
左
ノ
事
由
ノ
一
ニ
当
ル
ト
キ
ハ
総
會
ノ
決
議
ニ
因
リ
之

ヲ
除
名
ス

　
　
　
　

一　

�

出
資
ノ
払
込
貸
金
ノ
弁
償
又
ハ
利
息
ノ
払
込
購
買
物
品
ノ
代
金

支
払
ヲ
怠
リ
期
限
後
一
ケ
月
以
内
ニ
其
義
務
ヲ
履
行
セ
サ
ル
ト

キ

　
　
　
　

二　

組
合
ヨ
リ
購
買
シ
タ
ル
物
品
ヲ
転
賣
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

三　

�

自
己
ノ
生
産
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ラ
サ
ル
物
品
ヲ
組
合
ニ
付
シ
自

己
ノ
生
産
物
ナ
リ
ト
偽
リ
又
ハ
自
己
ノ
生
産
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非

ラ
サ
ル
物
品
ノ
販
賣
ヲ
委
託
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

四　

�

第
四
十
六
條
又
ハ
第
五
十
六
條
ノ
規
定
ニ
違
背
シ
物
品
ヲ
購
買

又
ハ
販
賣
シ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

五　

組
合
ノ
事
業
ヲ
妨
ク
ル
所
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

六　

犯
罪
其
他
ノ
所
為
ニ
依
リ
信
用
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ト
キ

第
七
十
一
條　

�

組
合
脱
退
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
持
分
ノ
払
戻
ハ
其
払
込
済
出
資
額

ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　

�

但
死
亡
禁
治
産
其
他
総
會
ニ
於
テ
已
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト

認
メ
タ
ル
事
由
ニ
因
リ
脱
退
シ
タ
ル
組
合
員
ニ
ハ
持
分
ノ
全
部

を
払
戻
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　

第
七
章　

組
合
の
解
散

第
七
十
二
條　

組
合
ノ
解
散
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
理
事
其
清
算
人
ト
ナ
ル
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三
井　

豊
田
亀
吉
と
小
弥
太
が
の
こ
し
た
も
の

　
　
　
　
　

第
八
章　

附
則

第
七
十
三
条　

�

本
組
合
設
立
当
事

（
マ
マ
）ノ

理
事
監
事
及
信
用
評
定
員
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　

但
第
一
回
通
常
総
會
ニ
於
テ
之
ヲ
改
選
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　
　
　
　

豊
田　

大
門　
　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

清
水　

太
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

豊
田　

忠
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事　
　
　
　

高
嶋　

彦
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

山
本　

由
松　
　

（
印
）

　
　
　
　
　
　

信
用
評
定
委
員　
　
　
　

清
水　

勇
吉　
　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

山
本　

和
太
郎　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

森
下　

弥
助　
　

（
印
）

　
　
　
　
　

右
定
款
ヲ
協
定
シ
茲
ニ
記
名
捺
印
ス

　
　
　
　
　

明
治
四
十
二
年　
　
　
　

設
立
者

豊
田
大
門
（
印
）　　
　

豊
田
小
弥
太
（
印
）　　
　

豊
田
み
つ
ぎ
（
印
）

豊
田
元
吉
（
印
）　　
　

清
水
平
左
衛
門
（
印
）　　

清
水
大
五
郎
（
印
）

清
水
庄
右
衛
門
（
印
）　

渡
辺
ふ
じ
（
印
）　　
　
　

竹
内
み
と
（
印
）

高
嶋
久
五
郎
（
印
）　　

高
嶋
彦
左
衛
門
（
印
）　　

竹
内
半
左
衛
門
（
印
）

小
森
吉
五
郎
（
印
）　　

小
林
力
松
（
印
）　　
　
　

竹
内
文
次
郎
（
印
）

加
藤
九
之
助
（
印
）　　

倉
内
四
郎
兵
衛
（
印
）　　

清
水
太
右
衛
門
（
印
）

山
本
和
太
郎
（
印
）　　

内
田
太
平
衛
（
印
）　　
　

松
田
義
基
（
印
）

竹
内
貞
助
（
印
）　　
　

豊
田
春
吉
（
印
）　　
　
　

佐
々
木
次
郎
（
印
） 

小
林
丸
吉
（
印
）　　
　

山
本
由
松
（
印
）　　
　
　

小
林
市
之
助
（
印
）

吉
田
清
蔵
（
印
）　　
　
　

竹
内
政
右
衛
門
（
印
）　　

吉
田
清
五
郎
（
印
）

竹
内
與
三
吉
（
印
）　　

佐
々
木
庄
作
（
印
）　　
　

清
水
松
吉
（
印
）

清
水
勇
吉
（
印
）　　
　

竹
内
善
作
（
印
）　　
　
　

松
田
政
次
郎
（
印
） 

村
中
京
松
（
印
）　　
　

清
水
緑
（
印
）　　
　
　
　

豊
田
忠
右
衛
門
（
印
）

渡
辺
才
次
郎
（
印
）　　

竹
内
武
光
（
印
）　　
　
　

織
田
忠
平
衛
（
印
）

森
下
弥
吉
（
印
）　　
　

豊
田
忠
松
（
印
）　　
　
　

森
下
弥
助
（
印
） 

森
下
景
兵
衛
（
印
）　　

内
田
仁
蔵
（
印
）　　
　
　

松
田
角
助
（
印
） 

松
田
鶴
吉
（
印
）　　
　

高
嶋
久
松
（
印
）　　
　
　

森
下
三
郎
右
衛
門
（
印
）

内
田
才
正
（
印
）　　
　

竹
内
し
ゅ
ん
（
印
）

著
者
註�　

定
款
の
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
設
立
者
個
人
名
に
つ
い
て
は
「
無
限
責
任
東

河
原
信
用
購
買
販
売
組
合
」
設
立
の
史
実
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
削
除
し
な

い
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
名
前
が
子
孫
の
方
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
趣
旨
を
ご
理
解
賜
り
た
い
。
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